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平成 27 年 1 月に（一社）日本建設機械施工協会 東
北支部にて，シンΨϙールのビンテコンຒ立て現場

（東亜建設工業㈱施工）のཱྀࢹ行を行いました。メ
ンόーは東北支部 支部長の東北大学大学院 ڥՊ学
研究Պ　高橋弘ઌ生を団長に，東北支部事務ٴہび会
һا業から総 7 名でいました。以下，ࢹ内༰に
ついて報告いたします。

シンΨϙールはマレー島のೆにҐஔし，東京都
23 区と΄΅ಉ͡໘積を༗しています。人ີޱは世
界第 1 Ґで，ಉ国はຒ立てによってྖ土を֦大してき
ました。

本現場は，シンΨϙール東にҐஔするテコン島の
ೆ部における，ຒ立て地域の֎पに構築されるఅମの
建設工事現場です。東亜建設工業㈱とベルΪーの業者
との JV にてけෛっております。

現場ࢹは，ॳめに現場事務所にい，古川所長，
機械担当マωージャー神山様，本社土事業部 機電
部機械グループリーダーのઘ様より，東亜建設工業㈱
のシンΨϙールにおけるこれまでの施工実，ٴび現
在進行中のエリア % のఅମ工事について説明きま
した。

東亜建設工業㈱は 1960 年からシンΨϙールの国
土の発展に寄༩しており，1970 年のνャンΪ国ࡍ
空港のຒ立て工事にも関わっているそうです。

エリア % のఅମはテコン島の東ೆ部े数キϩに渡
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り，サンドパイルを用いる工区や，ਂࠞ合ॲ理工法
（C%M）の一छとなるデコム工法，固化ॲ理工法を用
いる工区など，海ఈ໘から支持までのਂさや土の性
࣭などを考ྀし最適な工法を組み合わせたஅ໘で施工
されています。水ਂは 12 メートルとのことでした。
用される機械も，サンドパイルધ，固化ॲ理ધ，デ
コムધ，ى重機ધ，ϙンプધ，土࠭運ൖધなどの海上
作業ધから，όックホやダンプなどの陸上機械まで，
多ذに渡っております。

作業һは陸上での人数が 700 ʙ 800 名で，海上の作
業ધには 1 ੭あたり 40 ʙ 50 名がり込んでおります。
多くがインドωシア人で，΄とんどがイスラム教ెと
のことでした。৯事などの生活श׳（ಲはग़さない）
に配ྀされていました。

現場はマレーシアやインドωシアと近接しており，
྆国からの土࠭の輸入がストップしたり，ຒ立てに
うڥ題で施工区域がมわるなど，多くの課題を
りӽえながら進めてきたとのことです。特に，エリア
% の東ଆのఅମ建設のҊは，施工ࡁみຒ立地より
1000 ສ m3 の࠭を転用し，固化ॲ理，C%M，࠭ߌ（サ
ンドパイル）の地൫改良 3 工法を最適に組み合わせて
48 ϲ月の工期内にఅମを築造するということを，東
亜建設工業㈱ଆから，発元へఏҊして࠾用されたそ
うです。東ଆのఅମの成ޭにより西ଆのఅମも発さ
れたそうです。
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また，作業һの安શに対するҙࣝを向上させるため，
安શ教ҭにྗを入れているとのことです。教ҭの様子
が事務所のนに掲ࣔされておりました。

ଓいて，ધで島のपғをप回しました。15 分ఔ
で現場のఅମ近にணき，西؛から東؛にかけて，海
上からఅମをோめました。అମはະだશにܨがって
はいませんでしたが，؟લのఅମの向こうଆがຒ立て
られることで，ক来は広大な土地になることに非常に
きました。ધ内では施工内༰の説明や現地作業һとڻ
一ॹに仕事をするࡍのۤ࿑話等，興ຯਂいお話をい
ました。

ધ上から，現場には山の建設機械・大型ं྆がݟ
られましたが，重機ྨのຆどを現地ௐୡしているそう
です。日本の大खレンタルا業は，現地に進ग़してい
るといました。

ීஈݟることのできない海洋土現場をࢹでき，
また，日本ا業がアジアの発展に大きくݙߩしている
ことを実感でき，خしかったです。

テコン島のࢹの後，現場をれ東亜建設工業㈱が
これまで施工してきた施設をݟ学しました。そのうち
の 1 つである港施設の屋上からは，大型コンテφター
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ϛφルとແ数のコンテφクレーンがݟえました。東ೆア
ジアのハϒ港としてのスέールの大きさにڻきました。

༦৯は地元の中՚ྉ理店にて東亜建設工業㈱執行役
һのਿ本様にもおӽしき，海֎工事現場でಇく上で
の現地の日常生活や，工事発者とのやりとり等，と
ても໘നいお話をいました。

特に，「シンΨϙールは数年で֗の࢟が一มするな
ど常にม化しているが，།一มわらないものがある。
それは国ຽが持ちଓけているʠ我々はมわりଓけなけ
ればならないʡというҙࣝ」とのਿ本様の言葉がとて
も印的でした。またシンΨϙールは，自国にݯࢿが
ないことに対してة機感を持っている。生きる道は人
への教ҭに対するレベڙしかないということで，子ࡐ
ルも非常に高いそうです。؍光٬や短期在者では
りえないو重な情報をきました。

このような大ม༗ҙٛなࢹの機会をきました東
亜建設工業㈱様に厚く御礼申し上げます。ありがとう
ご͟いました。

今回のཱྀࢹ行では，現場ࢹのલ後にシンΨϙー
ル島内の֤所も८りました。インド人֗，アラϒ人֗，
νャイφタンなど，地区によって֗の様子がશくҟ
なっており，山の人छによる活ྗがあ;れていまし
た。物Ձはԁ安のӨڹもあり日本よりも高いです。ϛ
ωラルΥーターが 1 本 300 ԁఔでした。

島の中心部の高ビル܈はѹ巻でした。ࠇ川لষ氏
など，日本人の設計者がखֻけたビルも数多くありま
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した。とりわけΨイドさんの話でڻいたのは，ंの所
༗に関してです。シンΨϙールでは，カϩーラなどの
大ऺंでも，1 台 1000 ສԁ以上するそうです。また，
ंの所༗ݖを購入しないと所༗できず，そこでもඅ用

がかかります。所༗ݖは 10 年期限のため，10 年以上
当たりませんでした。中心ݟաしたような古いंはܦ
部は ETC が発ୡしており，શて自ಈで課ۚされる
とのことでした。それでも֗中は高ंڃがり，؍光
٬やビジωスパーιンでҲれており，ேから൩まで活
ྗにҲれた֗だと感͡ました。

報告は以上です。とても༗ҙٛなཱྀࢹ行となりま
した。

最後に，ご一ॹさせていた東北支部の皆様に心よ
り感謝申し上げます。
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27 発売中
■平成 26年度版に対する変更点
　・ଛྉࢉ定දのॾ元記載要 もྖมߋし読みқさを
　　改ળ
　・「機械運転୯Ձද」の作成例をɺ現行าֻに合
　　わせてݟ直し
　・関࿈通ୡ・告ࣔに「東日本大震災のඃ災地で
　　用する建設機械の機械ଛྉの補正」を加
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